
世
界
で
最
も
解
決
が
難

し
い
紛
争
と
い
わ
れ
て
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題

▼
イ
ス
ラ
エ
ル
の
首
都
で
あ
る
エ
ル
サ
レ
ム
は
ユ

ダ
ヤ
教
、キ
リ
ス
ト
教
、イ
ス
ラ
ム
教
の
聖
地

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
崇
拝
す
る
神
は
同

じ
ら
し
い
が
ユ
ダ
ヤ
教
に
と
っ
て
は
祖
先
が
約

三
千
年
前
に
建
国
し
た
ヘ
ブ
ラ
イ
王
国
の
都

で
あ
り
神
殿
が
あ
っ
た
場
所
。
キ
リ
ス
ト
教
に

と
っ
て
は
ゴ
ル
ゴ
ダ
の
丘
で
ユ
ダ
ヤ
人
に
イ
エ
ス

が
十
字
架
刑
に
処
さ
れ
た
場
所
。イ
ス
ラ
ム
教

に
と
っ
て
は
西
暦
六
九
一
年
に
岩
の
ド
ー
ム
と

呼
ば
れ
る
モ
ス
ク
を
建
設
し
た
こ
と
に
由
来

し
メ
ッ
カ
や
メ
デ
ィ
ナ
に
次
ぐ
聖
地
と
位
置
付

け
ら
れ
た
場
所
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
つ

為
こ
の
地
を
巡
る
争
い
は
妥
協
が
成
立
し
に

く
く
一
旦
和
平
の
方
向
へ
向
い
た
と
し
て
も

反
対
派
が
過
激
な
行
動
に
出
て
反
発
す
る
と

い
う
こ
と
が
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
き

た
▼
長
い
歴
史
で
積
み
重
ね
ら
れ
た
問
題
は
、

他
国
の
人
間
が
簡
単
に
口
を
出
し
て
い
い
問

題
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い
を
認
め

る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、そ
れ
で

も
武
力
行
使
と
い
う
最
悪
の
手
段
で
は
な
く

解
決
の
糸
口
を
探
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。（
久
）
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本
年
は
例
年
通
り
に
全
て
の
祭
典
行
事
が
執
り
行

わ
れ
た
。
秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、境
内
は
多
く

の
参
拝
者
で
連
日
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
一
日
の「
み

あ
れ
祭
」で
は
、二
隻
の
御
座
船
と
約
百
二
十
隻
も

の
漁
船
が
船
団
を
組
み
、大
島
港
か
ら
神
湊
港
ま
で

勇
壮
な
海
上
絵
巻
を
繰
り
広
げ
た
。
到
着
後
、駐
輦

祭
を
斎
行
。
祭
典
後
、輦
台
を
御
座
車
に
奉
安
し
玄

海
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ま
で
御
神
幸
し
た
。
沖
津

宮
・
中
津
宮
の
輦
台
は
、宗
像
市
消
防
団
員
を
始
め

多
数
の
奉
仕
員
に
担
が
れ
、玄
海
中
学
校
・
玄
海
小

学
校
・
玄
海
東
小
学
校
の
児
童
も
神
幸
の
御
列
に
加

わ
り
、辺
津
宮
第
一
鳥
居
ま
で
の
道
の
り
を
御
神
幸

し
た
。
第
一
鳥
居
か
ら
は
、氏
子
青
年
会
の
奉
仕
に

よ
り
輦
台
が
拝
殿
に
ご
到
着
さ
れ
る
と
、御
神
璽
が

神
職
に
よ
り
本
殿
内
へ
奉
安
さ
れ
、入
御
祭
が
斎
行

さ
れ
た
。

二
日
の
午
前
八
時
、神
門
前
に
て
流
鏑
馬
神
事
が

奉
納
さ
れ
た
。
午
前
十
一
時
、例
祭
を
多
く
の
参
列

者
の
も
と
厳
粛
に
斎
行
し
た
。
福
岡
県
神
社
庁
宗
像

支
部
の
神
職
が
奉
幣
を
行
い
、宮
地
嶽
神
社
献
幣
使
、

ま
た
氏
子
会
を
代
表
し
て
松
本
肇
氏（
河
東
地
区
）

が
氏
子
奉
幣
使
を
務
め
、主
基
地
方
風
俗
舞
が
奉
奏

さ
れ
た
。
祭
典
後
、神
賑
行
事
と
し
て
喜
多
流
に
よ

る
翁
舞
が
奉
納
さ
れ
た
。

三
日
は
午
前
十
時
よ
り
、高
宮
、第
二
宮
・
第
三

宮
、宗
像
護
国
神
社
に
て
、そ
れ
ぞ
れ
秋
季
大
祭
を

斎
行
。
午
前
十
一
時
よ
り
総
社
祭
を
本
殿
に
て
斎
行

し
、地
元
中
学
校
女
子
生
徒
に
よ
る
浦
安
舞
が
奉
納

さ
れ
た
。
午
後
二
時
に
は
、南
坊
流
菅
原
宗
尚
氏
に

よ
る
献
茶
祭
が
行
わ
れ
、同
六
時
か
ら
は
秋
季
大
祭

を
締
め
括
る
高
宮
神
奈
備
祭
が
斎
行
さ
れ
、三
日
間

に
わ
た
る
秋
季
大
祭
が
執
り
修
め
ら
れ
た
。

秋
季
大
祭  
十
月
一
日
～
三
日

3

秋季大祭



十
月
一
日
よ
り
開
催
中
の
神
宝
館
特
別
展
。
こ
の

度
、有
田
焼
の
十
四
代
今
泉
今
右
衛
門
、十
五
代
酒

井
田
柿
右
衛
門
、唐
津
焼
の
十
四
代
中
里
太
郎
右
衛

門
の
当
代
の
先
生
方
が
展
示
作
品
の
生
解
説
を
行
い

ま
す
。
時
代
を
超
え
た
国
宝
と
匠
の
共
演
。
秘
め
ら

れ
た
技
、
洗
練
さ
れ
た
美
を
か
つ
て
な
い
ス
ケ
ー
ル

で
体
感
で
き
る
特
別
展
。
展
示
作
品
に
込
め
ら
れ
た

想
い
や
新
た
な
見
方
を
発
見
で
き
る
機
会
と
な
っ
て

ま
す
。
是
非
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●●
日
　
　
時  

令
和
五
年
十
月
二
十
一
日（
土
）十
四
時
　
　

　
　
　
　
　  

十
四
代
中
里
太
郎
右
衛
門 

※
終
了
し
ま
し
た

　
　
　
　
　  

令
和
六
年
一
月
七
日（
日
）十
三
時
三
十
分
　

　
　
　
　
　  

十
四
代
今
泉
今
右
衛
門

　
　
　
　
　  

令
和
六
年
一
月
二
十
一
日（
日
）十
四
時
　

　
　
　
　
　  

十
五
代
酒
井
田
柿
右
衛
門

●●
場
　
　
所  

宗
像
大
社
神
宝
館

●●
定
　
　
員  

各
日
先
着
二
十
名

●●
参
加
費  

無
料（
但
し
別
途
、神
宝
館
拝
観
料
が
必
要
で
す
）

●●
申
し
込
み  

九
時
か
ら
十
七
時
ま
で
電
話
に
て

　
　
　
　
　  

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。	

　
　
　
　
　  （
〇
九
四
〇
―
六
二
―
一
三
一
一
）

神
宝
館
特
別
展

「
国
宝
と
現
代
の
名
匠
三
右
衛
門
」ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

休
憩
所
完
成
後
も
工
事
が
続
い
て
い
た
、庭
園

が
内
山
緑
地
建
設
の
施
工
に
よ
り
秋
季
大
祭
に
あ

わ
せ
九
月
三
十
日
に
完
成
し
た
。

休
憩
所「
む
な
か
た
茶
愉
」は
四
月
に
開
館
以

降
、多
く
の
参
拝
者
を
受
け
入
れ
、皆
様
の
良
き

休
み
処
と
な
っ
て
い
る
。
花
や
実
を
つ
け
る
樹
木

や
紅
葉
で
四
季
を
感
じ
ら
れ
る
庭
園
を
眺
め
な
が

ら
宗
像
大
社
の
玄
関
口
と
し
て
、さ
ら
に
心
安
ら

ぐ
場
所
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

造
営
日
記
56

神宝館特別展・造営日記
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十
月
一
日
よ
り
十
五
日
間
、境
内
お
よ
び
、一
部

屋
内
を
現
代
ア
ー
ト
で
彩
る「
宗
像
み
あ
れ
芸
術
祭
」

が
開
催
さ
れ
た
。

本
芸
術
祭
は「
子
ど
も
た
ち
に
誇
れ
る
海
と
生
き

る
宗
像
」を
標
語
に
、海
や
森
と
と
も
に「
い
の
ち
を

結
ぶ
」循
環
の
状
態【
常と

こ
わ
か若
】を
ア
ー
ト
と
い
う
手
法

で
表
現
す
る
文
化
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

期
間
中
、境
内
の
森
、参
道
、祈
願
殿
や
休
憩
所

に
、絵
画
・
彫
刻
・
音
楽
な
ど
を
展
示
し
、親
子
で
参

加
で
き
る
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
同

時
開
催
。
神
の
島「
沖
ノ
島
」か
ら
出
土
し
た
八
万
点

に
及
ぶ
国
宝
や
、宗
像
三
女
神
を
中
心
と
し
た
自
然

信
仰
を
も
と
に
、新
進
気
鋭
の
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

た
ち
が
新
し
い
表
現
に
挑
戦
し
、
会
場
を
彩
っ
た
。

神
社
と
い
う
拠
り
所
で
、祈
る
心
や
祭
り
の
賑
わ
い

と
と
も
に
、心
の
豊
か
さ
を
育
む
き
っ
か
け
と
な
り
、

参
加
者
の
交
流
が
育
ま
れ
た
。

作
家
は
、地
元
出
身
の
画
家
の
ほ
か
、全
国
か
ら

公
募
で
集
ま
っ
た
音
楽
家
や
彫
刻
家
、さ
ら
に
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
か
ら
も
参
加
。
鐘
崎
漁
港
の
漁
師
や
海
女

と
と
も
に
つ
く
っ
た
大
型
の
作
品
が
境
内
の
森
に
登

場
し
、参
拝
者
に
宗
像
の
歴
史
文
化
を
表
現
し
た
ほ

か
、大
島
の
海
洋
ゴ
ミ
か
ら
つ
く
っ
た
彫
刻
作
品
は
ゴ

ミ
の
問
題
と
向
き
合
う
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
っ
た
。

ア
ー
ト
作
品
を
通
し
て
、は
る
か
昔
か
ら
現
代
ま
で

の
時
間
を
巡
ら
せ
、未
来
の
在
り
方
を
描
く
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

本
芸
術
祭
は
、
実
力
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
地

域
、企
業
な
ど
幅
広
い
世
界
の
方
々
か
ら
の
支
援
と

協
力
を
得
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
成
長
と
と
も
に
、

毎
年
続
け
る
こ
と
で
芸
術
祭
そ
の
も
の
を
醸
成
さ
せ
、

次
世
代
に
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
。
来
年
も

ご
参
拝
と
と
も
に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

宗
像
み
あ
れ
芸
術
祭
二
〇
二
三

「
い
の
ち
を
結
ぶ
」ア
ー
ト
の
祭
典

石原稔久×iima「鈴道」 戸室太一「千の空、千の海、千の歴史」

中林丈治「見えるかたち、見えないかたち〜abstract dusts〜」

ザイ・クーニン
「Ama's floating dream」

5

宗像みあれ芸術祭二〇二三
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占う
ら

部べ

貞さ
だ
や
す保
書
状

宗
像
社
と
人
（々
五
）

古
文
書
は
あ
る
戦
の
状
況
や
神
事
の
様
相
等
、公

的
な
出
来
事
を
現
在
に
伝
え
る一方
で
、日
々
の
暮
ら

し
の
様
子
も
教
え
て
く
れ
る
。
写
真
の
史
料
は「
占

部
貞
保
書
状
」。
こ
こ
に
宗
像
社
に
ま
つ
わ
る
人
々

の
日
常
の一端
が
垣
間
見
え
る
。
占
部
貞
保
は
宗む

な
か
た像

氏う
じ

貞さ
だ

の
家
臣
。
数
々
の
戦
で
活
躍
し
、以
前
こ
の
欄

で
取
り
上
げ
た
大
島
の
警
固
に
も
許こ

の
み斐
氏う

じ
か
ね鏡
等
と
共

に
当
た
っ
た
。

書
状
の
内
容
は
年
末
近
く
の
日
付
に
ふ
さ
わ
し
く
、

慌
た
だ
し
い
様
子
で
あ
る
。
貞
保
は
相
手
の
訪
問
時

に
家
を
不
在
に
し
て
お
り
、し
か
も
そ
れ
が
二
度
続

い
た
こ
と
を
詫
び
、
年
貢
米
の
納
入
に
手
間
取
っ
て

い
て
、年
内
に
受
け
ら
れ
る
は
ず
だ
っ
た
用
事
も
受

け
ら
れ
な
い
ほ
ど
多
忙
な
状
況
で
あ
る
こ
と
等
を
伝

え
て
い
る
。

入
れ
違
い
に
な
っ
た
相
手
は
豊と

よ
ふ
く福
秀し

ゅ
う
が賀
。
豊
福
家

は
宗
像
社
の
僧
官
の
最
上
位
で
あ
る
学が

く
と
う頭

を
務
め
た

家
で
あ
る
。
こ
の
書
状
へ
の
返
状
で
は
貞
保
の
状
況

に
理
解
を
示
し「
御
内
儀
さ
ま（
他
人
の
妻
への
尊
称
）

と
も
よ
く
相
談
し
て
、心
静
か
に
新
年
を
お
迎
え
く

だ
さ
い
」と
結
ん
で
い
る
。
家
族
の
話
題
と
時
候
の

挨
拶
と
、現
代
の
手
紙
と
似
た
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。

噛
み
合
わ
な
い
面
会
の
予
定
、年
末
の
忙
し
さ
。
現

代
に
も
よ
く
あ
る
光
景
で
、ひ
と
の
暮
ら
し
は
昔
も

今
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
思
え
て
く
る
。	

（
津
）

神
宝
館
だ
よ
り
79

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・みこころ

秋
風
に
木
々
が
揺
れ
寒
さ

の
深
ま
る
夜
が
続
き
ま
す

が
、
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
ま
す
▼
十
月
に
は
三
日

間
に
わ
た
る
秋
季
大
祭
が
無
事
に
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
一
日
は
日
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、露
店

の
広
が
る
境
内
は
昨
年
よ
り
も
多
く
の
参
拝
者
で

賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
私
は
昨
年
直
接
見
る
事
の

叶
わ
な
か
っ
た
陸
上
神
幸
を
遠
く
か
ら
で
す
が
見
る

こ
と
が
で
き
、
御
神
輿
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
く
る
二

女
神
の
姿
に
神
秘
的
な
気
持
ち
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

三
日
に
は
高
宮
祭
場
に
て
行
わ
れ
る
高
宮
神
奈
備
祭

で
の
悠
久
舞
も
と
て
も
良
い
場
所
で
観
覧
さ
せ
て
頂

き
、荘
厳
な
先
輩
方
の
姿
に
自
ず
と
身
が
引
き
締
ま

り
ま
し
た
。
お
参
り
に
来
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
と
っ

て
も
良
き
三
日
間
と
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
▼
さ

て
、
今
月
一
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
は
西
日
本
菊
花

大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
七
五
三
の
時
期
と
重
な
り
、

お
祝
い
子
様
の
着
物
と
多
く
の
菊
花
が
相
ま
り
境
内

は
華
や
か
に
彩
ら
れ
ま
す
。
菊
花
は
境
内
に
て
販
売

も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
家
庭
に
て
花
を
愛
で
楽
し

ま
れ
る
の
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。
ご
参
拝
頂
い

た
際
は
是
非
ご
散
策
く
だ
さ
い
ま
せ
。	

（
一
）



彩
り
に
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
母
に
供
え
楽
園
気
分
も
今
年
で
最
後	

本
田
エ
リ
ナ

物
価
が
急
に
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
こ
の
秋
、
こ
の
先
は
貧
乏
生
活
に
な
り
そ
う
と
言
う
作
者
。〈
物
価

高
に
楽
園
気
分
も
も
う
最
後
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
母
に
供
え
る
〉
と
し
て
み
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
講
座
「
世
界
史
」
は
和
寇
に
つ
づ
き
壬
申
倭
乱	

山
﨑　
公
俊

世
界
史
で
倭
寇
を
学
ん
だ
ら
、
次
に
は
秀
吉
の
朝
鮮
征
伐
が
壬
申
倭
乱
と
し
て
出
て
き
た
の
だ
。
視
点

を
変
え
て
見
た
日
本
の
歴
史
に
作
者
は
少
し
驚
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ミ
ユ
ン
ヘ
ン
の
ビ
ー
ル
ま
つ
り
は
十
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
テ

月
に
大
樽
開
け
て
酔
い
し
れ
る
市た

み民	

秋
𠮷　
嘉
範

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
市
民
が
ビ
ー
ル
を
飲
む
祭
の
様
が
想
像
で
き
る
歌
。
結
句
ま
で
一
続
き
の
詠
み
方
だ
が

〈
～
は
オ
ク
ト
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
〉
と
三
句
切
れ
に
す
る
と
リ
ズ
ム
が
良
く
な
る

妹
が
母
親
に
な
り
子
を
抱
き
て
私
が
叔
母
に
な
れ
た
秋
の
日	

堺　
　
玲
子

叔
母
に
な
っ
た
喜
び
が
結
句
の
〈
な
れ
た
〉
に
表
れ
て
い
る
。
妹
、
妹
の
子
、
私
、
叔
母
と
出
て
く
る

が
関
係
が
す
っ
き
り
分
か
り
や
す
く
詠
ま
れ
て
い
る
の
が
良
い
。

妻
の
実
家
刈
り
し
ば
か
り
の
稲
田
よ
り
藁
の
に
ほ
ひ
が
芬ふ
ん
ぷ
ん芬
と
せ
り	

佐
々
木
和
彦

藁
の
匂
い
に
季
節
の
実
感
が
出
て
い
る
。
言
葉
の
順
序
を
変
え
て
〈
稲
田
よ
り
刈
り
し
ば
か
り
の
藁
の

香
が
芬
々
と
せ
り
妻
の
実
家
は
〉
と
し
て
み
て
は
。

年
金
受
給
削
減
案
に
激
怒
し
て
い
た　
元
教
員
の
義
兄
も
風
に	

早
川　
祥
三

義
兄
へ
の
挽
歌
。
歌
か
ら
義
兄
の
人
柄
や
立
場
が
分
か
る
。
字
余
り
が
多
く
散
文
的
な
の
で
整
理
し
て

三
句
〈
激
怒
せ
し
〉
結
句
〈
義あ

に兄
風
に
な
る
〉
と
し
て
み
て
は
。

か
す
み
草
ダ
リ
ヤ
撫
子
置
か
れ
た
る
花
の
種
類
で
あ
な
た
と
わ
か
る	

吉
﨑
美
沙
子

韻
律
が
と
て
も
良
い
。
留
守
中
の
訪
問
客
の
残
し
た
花
の
種
類
で
だ
れ
が
置
い
て
行
っ
た
の
か
が
作
者

に
は
分
か
る
の
だ
。
結
句
の
「
あ
な
た
」
に
親
し
さ
が
籠
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
あ
け
貴
女
に
捧
ぐ
盆
踊
り
揃
い
浴
衣
が
形
見
と
な
り
ぬ	

東　
　
雅
子

「
貴
女
」
と
詠
ま
れ
た
方
の
初
盆
だ
と
の
こ
と
。
こ
の
歌
で
は
そ
ち
ら
が
コ
ロ
ナ
開
け
よ
り
も
重
要
な

の
で
初
句
〈
初
盆
の
〉
四
句
以
降
を
〈
形
見
と
な
り
し
揃
い
浴
衣
で
〉
と
し
た
い
。

夏
休
み
白
水
ダ
ム
の
し
ぶ
き
浴
ぶ	

早
川　
祥
三

身
の
内
に
ち
ひ
さ
な
森
を
つ
く
り
ま
せ
う
レ
タ
ス
、
モ
リ
ン
ガ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
食
べ

こ
の
年
も
も
う
ぢ
き
終
り
と
咲
き
は
じ
む
庭
の
ツ
ワ
ブ
キ
勝
手
に
殖
え
て

◆ 

選 

者 

詠

第
五
十
三
回 

西
日
本
菊
花
大
会

境
内
に
は
約
一
、五
○
○
鉢
の
菊
花
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、宗
像
の
秋
を
感
じ
る
事
が

出
来
ま
す
。
展
示
さ
れ
て
い
る
菊
花
は
、宗
像
大
社
菊
花
会
会
員
の
方
々
が
精
一
杯
こ

の
日
の
為
に
育
て
た
菊
花
で
ご
ざ
い
ま
す
。こ
の
時
期
で
し
か
見
ら
れ
な
い
宗
像
大
社
。

是
非
、ご
覧
下
さ
い
。

●
会　
期
：
十
一
月
一
日
～
二
十
二
日　
　

●
時　
間
：
九
時
～
十
七
時

●
場　
所
：
宗
像
大
社
辺
津
宮

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選　
■
毎
月
25
日
〆
切（
順
不
同
）

第
７
４
７
回

第
７
１
７
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
令
和
五
年
九
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

大
阪
市	

谷
口
商
事
㈱

さ
い
た
ま
市	

齊
藤　
嘉
大

滝
沢
市	

熊
谷
真
奈
美	

六
、〇
〇
〇
円

筑
紫
野
市	

伊
藤　
友
香	

五
、五
〇
〇
円

大
野
城
市	

大
庭
秀
太
郎	

五
、〇
〇
〇
円

芦
屋
市	

中
野　
宗
彦

射
水
市	

藤
井　
泰
紀

鎌
倉
市	

森　
加
奈
子

川
辺
郡	

曽
我
部　
淳

合
志
市	

松
林　
雅
嗣

盛
岡
市	

木
村　
友
乃

三
、〇
〇
〇
円

糸
島
市	

國
分　
一
美	

二
、〇
〇
〇
円

大
田
区	

吉
永
あ
ず
さ

お
知
ら
せ

7
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先
日
、
あ
る
研
修
会
で
の
出
来

事
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
文
を
紹
介
さ
れ
た
▼
広
報

と
は
「
組
織
や
個
人
が
、
目
的
達
成
や
課
題
解
決
の

た
め
に
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
双
方
向

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
社
会
的
に
望
ま
し

い
関
係
を
構
築
・
維
持
す
る
経
営
機
能
で
あ
る
」
▼

こ
れ
は
令
和
三
年
、
日
本
広
報
学
会
が
「
新
た
な
広

報
概
念
の
定
義
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
約
二

年
間
を
か
け
て
「
広
報
」
の
定
義
を
発
表
し
た
も
の

で
あ
る
▼
私
の
中
で
広
報
と
い
え
ば
、
取
材
対
応
や

会
報
誌
編
集
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
大
半
を
占
め
て
い

た
▼
多
様
な
社
会
の
中
で
、
変
化
す
る
価
値
観
に
対

応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
中
で
自
分
が
広
報
担
当

者
と
し
て
経
営
機
能
の
一
部
と
し
て
存
在
で
き
て
い

る
の
か
。
急
に
、
広
報
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
さ
れ
、
大

き
な
宿
題
を
与
え
ら
れ
た
気
が
し
た
。	

（
黒
）

編
集
後
記

霜 し
も
つ
き
月
　
第
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１日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、第二宮第三宮祭	
	 宗像護国神社祭　
────────────────────
３日	 明治祭	 午前11時
────────────────────
15日	 総社月次祭併七五三祭	午前11時
	 引続き  高宮祭、第二宮第三宮祭
────────────────────
23日	 新嘗祭	 午前11時
────────────────────

11月 まつりごよみ
───────────────────────────
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